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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 1,787 △4.4 △67 ─ △69 ─ △75 ─

22年３月期第１四半期 1,869 △3.4 34 ─ 31 ─ 28 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 △3 73 ─

22年３月期第１四半期 1 39 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 10,549 7,152 67.8 351 43

22年３月期 10,668 7,317 68.6 359 55

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 7,152百万円 22年３月期 7,317百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ 0 00 ─ 5 00 5 00

23年３月期 ─

24年３月期(予想) 0 00 ─ 5 00 5 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 4,000 6.8 50 △38.9 50 △35.2 50 △26.4 2 46

通期 8,300 10.8 255 37.1 250 38.9 250 18.3 12 28



 

 
(注)「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務

諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半

期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は当月５日に

終了しております。 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 20,750,000株 22年３月期 20,750,000株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 398,114株 22年３月期 397,134株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 20,352,333株 22年３月期１Ｑ 20,355,285株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

(注意事項)

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間(以下、当第１四半期という)のわが国経済は、一部に景況感の改善がみら

れたものの、ギリシャ危機に端を発した欧州金融市場の混乱により、景気に関する不透明感が増加して

おります。また、政府の景気対策の効果により設備投資や個人消費も一部明るさが見られるものの、雇

用・所得環境は依然として厳しい状況で推移いたしました。 

 当社グループの属する健康関連業界も、中高年を主体とした健康意識の高まりが持続しているもの

の、消費者の生活防衛意識による価格選考意識の高まりや異業種を含む大手企業の新規参入など当社グ

ループを取り巻く環境は厳しいものとなっております。 

 このような状況のなか、当社グループとしては「技術を価値に、全ては健康のために」をビジョンと

して期初から積極的な諸施策・諸活動を展開してまいりましたが、競合が激しくなっているヘルスケア

事業の売上高が伸び悩みました。その結果、当第1四半期の売上高は1,787百万円(前期比82百万円減)と

なりました。 

 利益面においては原価率の悪化、営業人員の増加等による人員増による人件費の増加等が影響し、遺

憾ながらも67百万円(前期比101百万円減)の営業損失を計上することとなり、その結果として経常損失

69百万円(前期比100百万円減)、四半期純損失75百万円(前期比104百万円減)となりました。 

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

ヘルスケア事業 

主力商品「ビフィーナ」の売上高は前年に引き続き堅調に推移いたしましたが、競合の激しい青

汁等他通販商品群が苦戦を強いられたこと及び昨年度特有の新型インフルエンザ対策商品の要因が

本年度はなかったこと等から当第1四半期当事業の売上高は1,258百万円に留まりました。損益面で

は、売上の伸び悩みと原価の上昇ならびに人件費増等の販管費が吸収できなかったことから当第1

四半期は88百万円の営業損失となりました。 

カプセル受託事業 

医薬品分野のカプセル受託は前年に引き続き好調に推移し、さらに菓子分野のフレーバーカプセ

ル受託も順調に推移し、当第1四半期の当事業の売上高は513百万円となりました。損益面では、受

託物量増加により生産効率が高まったことから、当第1四半期の営業利益は25百万円となりまし

た。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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当第1四半期連結会計期間末(以下、当第1四半期末という)の総資産は10,549百万円となり、前連結

会計年度末に比べ、118百万円減少いたしました。総資産の内訳は、流動資産が3,583百万円(前期比

112百万円減)、固定資産が6,966百万円(前期比6百万円減)であります。流動資産の減少の主な要因は

現金及び預金の減少であります。 

 また、当第1四半期末の負債合計は3,397百万円(前期比47百万円増)となりました。その内訳は、流

動負債1,712百万円(前期比95百万円増)、固定負債1,685百万円(前期比48百万円減)であり、流動負債

の増加の主な要因は未払費用の増加、固定負債の減少の主な要因は借入金の減少であります。 

 純資産の部は、四半期純損失が75百万円となったことと配当支払を101百万円実施したことなどに

より、7,152百万円(前期比165百万円減)となりました。 

  

当第1四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という)は、1,476百万円

となり、前連結会計年度末と比較し231百万円減少いたしました。 

 当第１四半期連結会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりでありま

す。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動による資金の減少は59百万円(前年同四半期連結会計期間(以下、前年同期)は190百万円の

減少)となりました。その主な要因は、税金等調整前四半期純損失70百万円、減価償却費が90百万

円、たな卸資産の増加100百万円であります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動による資金の減少は58百万円(前年同期は119百万円の増加)となりました。その主な要因

は、有形固定資産の取得による支出58百万円、補助金収入34百万円であります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動による資金の減少は113百万円(前年同期は125百万円の減少)となりました。その主な要因

は、長期借入金の返済30百万円、配当金支払82百万円であります。 

  

当第1四半期の業績は不本意な結果となっておりますが、カプセル受託事業が好調に推移しているこ

と、及びヘルスケア事業の業績回復の為の諸施策及び体制・組織も整備されたことから、平成22年5月

13日に発表しました業績予想に変更はございません。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

①資産、負債及び純資産の状況

②キャッシュ・フローの状況

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

  

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号  平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20

年３月31日)を適用しております。 

 これによる営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,476 1,708

受取手形及び売掛金 769 729

商品及び製品 809 714

仕掛品 204 235

原材料及び貯蔵品 245 209

その他 84 105

貸倒引当金 △7 △7

流動資産合計 3,583 3,695

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,701 2,736

機械装置及び運搬具（純額） 676 687

土地 2,025 2,025

建設仮勘定 4 －

その他（純額） 195 205

有形固定資産合計 5,604 5,655

無形固定資産 187 183

投資その他の資産

投資有価証券 1,002 991

その他 179 148

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 1,173 1,133

固定資産合計 6,966 6,972

資産合計 10,549 10,668
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 847 833

1年内返済予定の長期借入金 120 120

未払法人税等 11 22

賞与引当金 165 107

返品調整引当金 20 20

その他 547 513

流動負債合計 1,712 1,616

固定負債

長期借入金 720 750

繰延税金負債 524 529

退職給付引当金 312 306

その他 127 147

固定負債合計 1,685 1,733

負債合計 3,397 3,350

純資産の部

株主資本

資本金 3,537 3,537

資本剰余金 963 963

利益剰余金 2,803 2,981

自己株式 △132 △131

株主資本合計 7,172 7,350

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △20 △32

評価・換算差額等合計 △20 △32

純資産合計 7,152 7,317

負債純資産合計 10,549 10,668
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

売上高 1,869 1,787

売上原価 907 886

売上総利益 962 900

販売費及び一般管理費

販売促進費 185 190

広告宣伝費 193 171

人件費 190 224

賞与引当金繰入額 51 29

退職給付引当金繰入額 6 8

貸倒引当金繰入額 4 7

その他 297 336

販売費及び一般管理費合計 928 967

営業利益又は営業損失（△） 34 △67

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 2 3

その他 0 0

営業外収益合計 3 4

営業外費用

支払利息 5 5

その他 0 2

営業外費用合計 6 7

経常利益又は経常損失（△） 31 △69

特別利益

土壌汚染対策費用見積修正額 1 －

特別利益合計 1 －

特別損失

固定資産処分損 0 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1

特別損失合計 0 1

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

32 △70

法人税、住民税及び事業税 4 7

法人税等調整額 0 △2

法人税等合計 4 4

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △75

四半期純利益又は四半期純損失（△） 28 △75
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

32 △70

減価償却費 81 90

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8 5

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 △0

返品調整引当金の増減額（△は減少） 1 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 55 58

受取利息及び受取配当金 △2 △4

支払利息 5 5

固定資産処分損益（△は益） 0 0

土壌汚染対策費用見積修正額 △1 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1

売上債権の増減額（△は増加） △299 △39

たな卸資産の増減額（△は増加） △7 △100

仕入債務の増減額（△は減少） △121 13

その他 74 △6

小計 △170 △46

利息及び配当金の受取額 4 5

利息の支払額 △5 △5

法人税等の支払額 △18 △12

営業活動によるキャッシュ・フロー △190 △59

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △172 △58

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

貸付けによる支出 △30 △32

補助金収入 328 34

その他 △4 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー 119 △58

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △45 △30

配当金の支払額 △80 △82

その他 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △125 △113

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △197 △231

現金及び現金同等物の期首残高 2,005 1,708

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,808 1,476
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当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日) 

当社グループは、主に保健関連商品の製造販売事業を行っております。当該事業の売上高及び営業利

益の金額は全セグメントの売上高合計及び営業利益の合計額に占める割合のそれぞれ90％を超えている

ため記載を省略しております。 

  

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はありません。

  

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分の方法は地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

  (1)アジア・・・・・台湾、韓国、中国、シンガポール等 

  (2)北米・・・・・・アメリカ 

  (3)その他の地域・・スイス、イギリス等 

３ 海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報等

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 76 163 27 267

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 1,869

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

4.1 8.8 1.4 14.3
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(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

 当社グループは、健康食品を始めとする最終消費財を通信販売を通じて直接、または、国内の大手企業

経由で提供しているヘルスケア事業本部と、独自技術であるシームレスカプセル技術を応用して国内外の

大手食品メーカー、医薬品メーカー等にカプセルバルクを中心に受託事業を展開しているカプセル事業本

部の２つの事業本部を置き、それぞれの事業本部で包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。 

 従って、当社グループは事業形態の異なった２つの事業本部を基礎として、「ヘルスケア事業」と「カ

プセル受託事業」という２つを報告セグメントとしております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

 
(注)  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業等を含んでおります。 

  

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント

その他(注) 合計 調整額
四半期連結
損益計算書 
計上額ヘルスケア 

事業
カプセル
受託事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 1,258 513 1,772 14 1,787 ─ 1,787

  セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

─ ─ ─ 63 63 △63 ─

計 1,258 513 1,772 78 1,850 △63 1,787

セグメント利益 
又は損失(△)

△88 25 △62 △4 △67 ─ △67

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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